
 

第 27回 「障害」のある子どもの高校進学を考える学習会 

みんなといっしょに 

高校へ行きたい！ 
 

2023 年 3 月 26 日（日） ラポールひらかた 
 

 

資 料 そ の 1     

資料作成  片岡  次雄  
 

2024（令和 6）年度入試 

大阪府公立高校入試資料 
 

2023（R5）年度中学 3 年生が受験する入試は 2024（R6）年度入試  

公立高校入試等について、大体以下の順で大阪府ホームページに公表される。  

この資料は太字や   の公表に従って 2024(R6)年度入試資料として 2023 年３月末から

数回の改訂を重ねる。  

途中経過において、本年度入試に関する日付と、2023 年 2 月・3 月実施の昨年度入試に関す

る日付とが混在するので、年に注意を。  

 

3 月末  大阪府公立高等学校入学者選抜方針  
 

6 月   大阪府公立高等学校入学者選抜について (実施校、問題・配点・選抜方法等 ) 
 

6月   大阪府公立高校進学フェア日程等発表  
 

6月   体験入学等実施一覧  
 

7 月上旬 大阪府公立高等学校等アドミッションポリシー（求める人物像）並びに学力検査問題

の種類並びに学力検査の成績及び調査書の評定にかけるタイプ 
 

8 月上旬  大阪府公立高等学校入学者選抜配慮要項 
 

10月中旬 大阪府公立高等学校入学者選抜実施要項  
 

10 月末～ 11 月初  大阪府公私立高等学校連絡協議会 (公私協 ) 

     →→→公立高校と私立高校の総募集人員決定  

     →→→11 月 大阪府公立高等学校募集人員（高校別の募集人員）  
 

11月末  『大阪の支援教育』  

翌年 1月 進路希望調査(1月)：私立・公立全てに関する大阪府公立中学 3年生対象の希望調査 

翌年 2月 進路希望調査(2月)：公立高校一般選抜に関する大阪府公立中学 3年生対象の希望調査 

翌年 2月 特別選抜出願状況  

翌年 3月 一般選抜出願状況  

翌年 3月（一般選抜合格発表日）  二次選抜実施校及び募集人員について  
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目    次 
1. 北摂学習会チラシに登場した高校生たち 

 

2. 2023(R5)年度大阪府公立高等学校入学者選抜 日程表 日程表すぐ下の注意書きに注目を 

※ 特別選抜受験→不合格なら一般選抜受験、を考える人は注意が必要。 

  3/1(水)特別選抜合格発表→3/3(金)一般選抜出願初日 

  2/21(特別選抜テスト終了後)～2/28(合格発表)の間に一般選抜自己申告書(下書き)作成を!! 

二次選抜を含む全ての選抜で「定員割れ」の場合は受験者全員合格（受験することが絶対条件）。 

二次選抜はたまに出る例外校を除けば、全ての高校において受験者全員合格。 

定時制はどの選抜においても受験者全員合格。（定員減、統廃合の動きがあるので今後の動向に注意を） 

 

3. 入学者決定は併願できます。 

「高等部(泉北高等支援も)は専願」、「高等部説明会は絶対に出席」、 

などと中学から言われた人向けのページ 

 

4. 「こんなこと」があればいつでも相談(連絡)を＋高校問題を考える会など団体紹介 

障大連教育部会担当西尾、高校問題を考える会代表鈴木、そして片岡の連絡先がある。 

北摂連絡会や北河内連絡会などが集まっているのが高校問題を考える会。 

連絡相談に遠慮は不要。 

 

5. 合格者決定方法…一般選抜全日制を例にして説明。 

(ボーダーゾーンに興味を持った方はお読みください) 

 

6. 受験した点数を知ろう 「答案開示請求(個人情報開示請求)」の説明 

合格・不合格に関係なく調査書評定、受験点数、自分の解答が開示される。 

知ることができるのは「昨年度受験生」のみ。 

 

7. ＜中学生のみなさんへ＞（大阪府公立高校入試などのホームページ紹介のページ） 

片岡推薦ページ  暇を見つけてはこのページを訪問し、必要な項目のクリックを。 

 

8. ＜公立高等学校入学者選抜＞の大阪府ホームページ紹介 

一番薦めたいページだけれど、詳しすぎる(難しい？)のが難。 

「1年間の中で注目して欲しい主な項目」に注目し、自分の見たい項目をピンポイントで訪問できるよう

にしていただければ･･･。 

「2023年 3月 22日の、令和 5年度公立高等学校入学者選抜ページ（の令和 6 年度）」は、「1月 2月の中

3生」必見のページ。 

 

9. 自己申告書 p9・p10・ｐ12 アドミッションポリシーの 3 つを、併せてご覧ください。 

特別選抜や一般選抜の自己申告書を書きにくい場合は、ｐ10 自己申告書を使って自己申告書を書き、全

体を一つの文書にまとめ直す方法があります。 

 

10. 自立支援コース自己申告書（高等支援学校職業科・共生推進教室も同形式） 

※自立支援コース・共生推進教室の、調査書・推薦書・そして自己申告書は、全て文章表記です。 

評定等の成績欄はありません。中学としっかり打ち合わせをし、3種類をうまく書き分けることができ

れば、たくさんの情報を高校に送ることができます。 

 

11. 学力検査問題の種類並びに倍率のタイプ 
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12. アドミッションポリシー(エンパワメントスクール＝面接がある高校＝の例) 

＜公立高等学校入学者選抜＞のページに、全公立高校の「○年度大阪府公立高等学校等アドミッションポ

リシー･･･」が 7月に掲載される。 

 

13. 地域別・学科別 大阪の公立高校  地域別・学科別に分類した全公立高校一覧表 

 

14. 配慮事項申請書（様式 501）（本物のエクセル入力表に似せて片岡が作った「贋作表」） 

ｐ15の＜別表 1＞に当てはまりそうな人はできるだけ早く(2年生から)片岡に相談を。 

※p15の＜別表 1＞に当てはまりそうな中 3生は、夏休み前までに必ず片岡に連絡・相談を。 

ｐ15の＜別表 2＞に当てはまりそうな人はできるだけ早く中学と相談を。 

※＜別表 1＞でも＜別表 2＞でも、中学との相談で納得いかないときはすぐに片岡に連絡を。 
 

15. 配慮事項（受験上の配慮）一覧 

  ※別室を承認されている人は、願書提出後検査日までの数日の間に、とりわけ別室内の机配置やトイレ

場所確認など細かい打ち合わせを高校とすることができる。 
 

16. 配慮事項 解説と注意(片岡作成文章) 

別表 1の提出期限は、市町村教育委員会が府教委に提出する期限。 

中学校→市町村教育委員会→府教委となるので、中学は余裕を持って早めに市町村教育委員会に提出す

ることが必要。 

※ 府教委に申請書が届くと、認めないことや認めにくいことなどについて、府教委から市教委に電話

連絡がある。中学は市教委と相談しながら申請理由などを書き直して再提出できる(再提出は何回

でも可)。この意味でも、提出は早ければ早いほど良い。 

 

17. 高校て何？ 制度から分類した公立・私立高校の種類一覧  一口に高校と言ってもいろいろある。 

 

18. 高校 1 年生の学費  データが古いので注意をお願いします 

＊公立も私立も合格後入学までの間に支払う費用が馬鹿にならない。これらの費用は授業料とは全く別。 

 困ったことに、事前に丁寧に説明する姿勢があるのは、公立も私立も一部の例外校。 

＊私立の通信制高校は「単位ごとの値段(授業料)」になるので、年間でどれくらいの授業料になるかを事

前にしっかり質問しておく必要がある。 

＊私立授業料は 10月に還付される。 

 逆に言うと、合格後入学までの間に必要な、入学金＋教科書・制服等購入費＋その他諸費 

＋1学期分の授業料＋修学旅行積立金＋諸費を「納付できる資力」が必要。 

 入学金・教科書等購入費、、、修学旅行積立金・諸費、、、は全て個人負担。 

 私立無償は維新のデマ宣伝と心得るべし。 

 

19. 高等部卒業生、中学部・中学支援学級卒業生の進路状況 

 

20. 自立支援・共生推進・高等支援学校職業科入試出願状況←←←受験資格は療育手帳所持者 

 

21. 2022・2023年度入試締切り時点で見る低倍率高校 

 

22．再編整備はまだまだ続く 

 

片岡は公立高校離れが気になります。 

公立高校受験前に問題があれば中学や高等学校課学事グループなどと話ができます。 

公立高校入学後の高校生活で高校側に問題があれば、高校や高校教育改革課などと話ができ、改善を求

めることができます。 

私立高校にこのようなルートはありません。 
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２０22年 2023（R5)入試年度の 大阪府公立高等学校入学者選抜 日程表 

  の高校は特別選抜のみで終了。 

選抜の種類 出願期間 学力検査等 合格者発表 

特 
 
 

別 

特
別
入
学
者
選
抜 

全
日
制 

・音楽科(夕陽丘) 

２月 14 日(火) 

出願時間 
午前 9 時 
～午後 4 時 

 

 

２月 15 日(水) 

出願時間 
午前 9 時 

～午後 2時 

実技 2 月 18 日(土) 

学力検査等2月20日(月) 

3 月 1 日(水) 

・工業・美術科(工芸、岸和田市立産業) 

・体育に関する学科(摂津、桜宮、汎愛、

大塚) 

・芸能文化科(東住吉) 

・演劇科(咲くやこの花) 

・総合造形科(港南造形) 

・グローバル探究科(水都国際) 

・エンパワメントスクール(総合学科) 

(箕面東、淀川清流、成城、西成、長

吉、布施北、和泉総合、岬) 

学力検査 

２月 20 日(月) 
 

試験：45 点×5＝225 点 
調査書：25 点×9＝225 点 
 

 

実技検査または面接 

2 月 21 日(火) 多部制単位制Ⅰ部･Ⅱ部(大阪わかば) 

昼夜間単位制(中央) 

大阪府立豊中高等学校能勢分校 

海外から帰国した生徒 
学力検査(数英)、面接 

2 月 20 日(月) 

日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒 
学力検査(数英)、作文 

2 月 20 日(月) 

知的障がい生徒自立支援コース 面接 17､20､21日の 1 日 

共生推進教室 面接 17､20､21日の 1 日 

知的障がい高等支援学校職業科 面接 20 日、検査 21 日 

一 
 
 

般 

一
般
入
学
者
選
抜 

全
日
制 

・普通科 

・総合学科(ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄｽｸｰﾙを除く) 

・商業に関する学科 

・農業に関する学科 

・工業に関する学科(特別選抜実施学科を除く) 

・英語科・国際文化科・グローバル科 

・理数科・総合科学科・サイエンス創造

科 

・文理学科 

・福祉ボランティア科・食物文化科・グ

ローバルビジネス科・教育文理学科 

３月 3 日(金) 

３月 6 日(月) 

及び 

３月 7 日(火) 

 

出願時間 

3 月 3 日・6 日 

午前 9 時 

～午後 4 時 

3月 7 日 
午前 9 時 

～午後 2時 

学力検査等 

３月 10 日(金) 
 

試験：90 点×5＝450 点 
調査書：50 点×9＝450 点 

３月 20 日(月) 

定時制の課程 
3 月 3・6 日 午後 3 時～午後 7 時 

3 月 7 日(火)  午後 3 時～午後 5 時 

試験：90 点×3＝270 点 

調査書：30 点×9＝270 点 

通信制の課程 

3 月 2 日(木) 午後 2 時～午後 5 時 

3 月 3 日(金) 午後 2 時～午後 7 時 

3 月 5 日(日) 午後 2 時～午後 5 時 

面接  3 月 8 日(水)、 

9 日(木)、12 日(日) 

のうち一日 

調査書：25 点×9＝225 点 

 追学力検査 
(出席停止の扱いが定められている感染症罹患者) 

3月 13日(木) 
3月 19日(日) 

国数英 
3月 22日(水) 

二
次 

二次入学者選抜（実施校がある場合） 
3 月 23 日(木) 

9 時～12 時 

面接(出願時個人面接) 

3 月 23 日(木) 
3 月 27 日(月) 補充入学者選抜（実施校がある場合） 

自立支援コース・共生推進教室・高等支援学校職業科 

 

 支援学校高等部 
1 月 20 日(金) 

～1 月 27 日(金) 
３月１3 日(月) ３月１5 日(水) 

 補欠募集(定時制夜間課程のみ) ４／１～６ ４月６日(木)頃 ４／７など 
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入学者選抜は併願できません。入学者決定は併願できます。 
 

令和５年度大阪府立支援学校高等部及び幼稚部入学者決定方針 

併願等 

(1) 本入学者決定検査に出願する者は、令和５年度大阪府公立高等学校入学者選抜並びに令和５年度

大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科入学者選抜において、併願することができる。 

(2) 令和５年度大阪府公立高等学校入学者選抜並びに、令和５年度大阪府立知的障がい高等支援学校

職業学科入学者選抜の合格者は、本入学者決定の入学資格を失う。 
 

片岡：上で、アンダーラインや文字囲みは片岡による。 

「合格者は入学資格を失う」とは、入学者選抜に合格したらそっちに行きなはれ、高等部に来る

ことはできませんし、高等部と高校との二つに在籍することはできまへんで、ということ。 

2ページ日程表の、太線枠は全て入学者選抜、二重線枠は入学者選抜でない。 

 

「エンパワメントスクールは足切り点がある。国数英 3 科目とも 10 点以上取れないときは不合格」

というのもフェイク（嘘八百）と言えるもの。 

 

 

 

特別選抜実施校（ｐ24 掲載の全校も特別選抜日程） 

   全日制 箕面東、淀川清流、成城、西成、長吉、布施北、和泉総合、岬、工芸、港南造形、水都国際、 

         豊中高等学校能勢分校、岸和田市立産業(デザインシステム)、夕陽丘(音楽)、 

         咲くやこの花(演劇)、東住吉(芸能文化)、桜宮(体育)、汎愛(体育)、摂津(体育)、大塚(体育) 

   Ⅰ部・Ⅱ部  大阪わかば 

     昼夜間単位制(定時制)  中央 

     海外から帰国した生徒の入学者選抜実施校 
     住吉、千里、泉北、東、いちりつ、東大阪市立日新、旭、枚方、花園、長野、佐野、箕面、 

     和泉、水都国際 

     日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者選抜実施校 
     東淀川、福井、門真なみはや、八尾北、成美、長吉、布施北、大阪わかば 

 

秋季入学者選抜実施校  大阪わかば(Ⅰ部・Ⅱ部)、桃谷(定時制課程) 
 

大阪府立支援学校高等部を併願で希望するとき 
 

まず高等部出願→→私学や特別選抜受験、合格→→「3 月の検査」に行かない。 
 

まず高等部出願→一般選抜や二次選抜を受験→｢3 月の検査」に行く、行かないは自由に 
 

→「一般選抜(二次選抜)を受験するので合格発表まで待ってほしい」と、

3月の検査日以前に連絡を入れる(電話で OK)。 
 

→合格したら高等部に行かないことを連絡する(電話で OK)。 
 

警報 警報 警報･･･中学や市教委のとんでもない指導･･･ 

下はデマと言えるものですが、頑固に主張する市教委や中学があります。 

『高等部出願は「専願」である』『高等部出願の「専願」を取り消すことができない』 
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「こんなこと」があればいつでも相談（連絡）を 

高校に行っても、単位が取れない、進級できない、卒業できないと言われた。 
(資料その 2もご覧ください) 

支援学校しか進学できない、高校受験はできないと言われた。 

支援学校高等部と高校との両方に出願することはできないと言われた。 
（支援学級だから）調査書を書けないと言われた。 
（支援学級だから）成績は出せない、評定は「—」か「１」になる、と言われた。 

高校受験のときに特別な配慮をして欲しい。 

どうしたらいいの？ 
（府や市から）希望する配慮は認めてもらえないと言われた。 
※できるだけ中学 2年生の 1学期から片岡に相談して欲しい※ 

障大連(教育担当：西尾元秀) 

537-0025 大阪市東成区中道 1-3-59 大阪府立福祉情報コミュニケーションセンター3F 

TEL：06-6748-0646  FAX:06-6748-0673  MAIL：npo-oil@mbd.nifty.com 

鈴木 留美子 561-0875 豊中市長興寺北3-5-11-204 

TEL：090-9166-5575 MAIL：rumikos-suzulann@shore.ocn.ne.jp 

片岡 次雄  533-0023 大阪市東淀川区東淡路 1-5-2-918 

TEL：080-5333-2444 MAIL：kata_7379@yahoo.co.jp 
 
 

定例会は対面中心が多いですが Zoom併用があったり、会場や日程の変更があったりします 

上記に問い合わせるか、検索語＜大阪発 情報板＞で確認を 

障害者の高校問題を考える大阪連絡会（考える会、高校問題を考える会） 
月例会；第 3 木曜日 18:30～21:00 大阪市社会福祉研修・情報センター 

代  表 鈴木 留美子   副代表 上田 哲郎   会計 西尾 元秀   会計監査 北村 恵子、詫間 隆 

事務局 片岡 次雄、澤田 美枝、松森 俊尚 

障害者の自立と完全参加をめざす大阪連絡会議（障大連） 議長 古田 朋也 
教育部会 偶数月第 2 木曜日 13:30～16:30 大阪府立福祉情報コミュニケーションセンター 

合同部会＝障大連教育部会と高校問題を考える会 

偶数月第 3 木曜日 18:30～21:00 大阪市社会福祉研修・情報センター 

「障害」のある子どもの教育を考える北摂連絡会（北摂連絡会） 代表 鈴木 留美子 
5or6 月、7or8 月、10or11 月 北摂学習会 

「障害」児・者の生活と進路を考える会（考える会）<豊中> 代表 鈴木 留美子 
月例会；第 3 木曜日 10:00～12:00 ひまわり(豊中市立障害福祉センター)など 

知的障害者を普通高校へ北河内連絡会（北河内連絡会） 代表 島田 愛 
月例会、3 月に学習会、8 月に総会・学習会、会場：ラポールひらかたなど 

ホームページ http://kitakawachi.main.jp 

分けない教育・保育をすすめる大阪市民の会（大阪市民の会） 代表 片岡 次雄 

南大阪ともに学びともに育つ教育をすすめる会（南大阪すすめる会） 代表 松川 利隆 
 

☆tomonimanabu@googlegroups.com  とも学び ML＜大阪の人が圧倒的に多いメーリングリスト＞ 

参加希望者は、合田 享史（ごうだ・たかし）さんに連絡 メール：tatakai@nifty.com 

☆大阪発「ともに学び、ともに生きる教育」情報板 http://massugu.way-nifty.com/tomonimanabu/ 

合田さん作成のページ、大阪中心に「共に学ぶ」関連の主な行事が紹介されている 

検索語＜大阪発 情報板＞（「ばん」は「いた」） 

☆kokomondai2021@googlegroups.com  高校問題を考える会の ML(連絡事項が多い) 

参加希望者は片岡次雄に連絡 メール：kata_7379@yahoo.co.jp 
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大阪府公立高等学校入学者選抜 一般入学者選抜 全日制の課程 

合格者決定方法（調査書を要しない選抜を除く） 

 

 

 

解説 一般選抜全日制の課程 募集人員 240人 タイプⅡ指定高校 の時 

調査書点 450点満点 

９教科：国語､社会､数学､理科､音楽､美術､保健体育､技術･家庭､英語 各 50点 

（3学年の評定合計×6倍＋2学年の評定合計×2倍＋１学年の評定合計×2倍） 
 

学力検査点 450点満点 

5教科：国語､社会､数学､理科､英語 各 90点 
 

総合点 

学力検査点×1.2＋調査書点×0.8 

＊タイプⅡ(学力検査 6：調査書 4)＝学力検査点×1.2＋調査書点×0.8 

 

Ｓｔｅｐ２ 

総合点の高い順に並べる。 

1番～216番(上位 90％)、217番～264番、265番以下(上位から 110％以下)に分ける 

ボーダーゾーン＝217番～264番 
 

Ｓｔｅｐ３ 

合格：1番～216番、不合格 265 番以下 
 

Ｓｔｅｐ４ 

ボーダーゾーンの中から点数によらずに合格を決める 
 
Ｓｔｅｐ５ 

ボーダーゾーンの中で点数によらずに合格を決められない残りを総合点順で合格を決める 

（点数によらずに合格を決めることが優先するのが本来のやり方） 
 
 

※倍率 1.10倍以下の場合は、上位 90％の合格決定者以外全員がボーダーゾーンに入る 

  →自己申告書と調査書の文書記述部分が合否判定要素になる 

 

 

＊ 

募集人員の 

９０％ 

募集人員 

（１００％） 

募集人員の 

１１０％ 

＜Step２＞ 
総合点の高い者の順

に募集人員の ％

に相当する者を(Ⅰ)

群とします。 

合 
  

格 

＜Step３＞ 

(Ⅰ)群の中で総合点の高い者から募集人員の

90％に相当する者を合格とします。 

(Ⅰ)群の中で合格が決まっていない者を(Ⅱ)群 

（ボーダーゾーン）と呼びます。 

＜Step４＞ 

ボーダーゾーンの中からは、自己申告書、調査

書の「活動/行動の記録」の記載内容がその高

校のアドミッションポリシーに極めて合致す

る者を優先的に合格とします。 

＜Step５＞ 

＜Step４＞による合格者を除き、改めて総合

点の高い者から順に募集人員までを満たすま

で合格者を決定します。 

合
格
者 

＊ 
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受験した点数を知ろう 
https://www.pref.osaka.lg.jp/johokokai/jigyo2/touankaiji.html 

大阪府ホーム>府政運営・市町村>府政情報>大阪府の個人情報保護制度のご案内 

＞大阪府立高等学校入学者選抜の答案開示請求について 

 

大阪府公立高等学校入学者選抜の答案開示請求について 
 
大阪府立高等学校入学者選抜の受験生ご自身の答案の写しについて、個人情報開示請求で交付を受けること

ができます。 
 
請求できる時期は、入学者選抜終了後、４月１日から翌年３月３１日までとなります。（令和 4年度入学者選

抜の場合は、令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 
 

大阪府教育委員会に対して開示請求していただけるのは、大阪府立学校の答案のみです。 

なお、堺市立、岸和田市立、東大阪市立の学校については、各市の教育委員会にお問合せください。 

 

１ 請求することができる方 当該学校を受験した受験生本人又はその法定代理人（親権者） 

２ 請求方法 

府政情報センターにお越しいただき、個人情報開示請求書に必要事項を記入し、提出していただきます。 

 

片岡注：開示される個人情報：各教科の答案用紙の写し及び中学校から提出された調査書の写しなど 

 ：希望できる開示方法：閲覧のみ、閲覧した後必要な部分の写しの交付、全部の写しの交付 

○答案の写しの作成に要する費用については、単色コピー（Ａ３版まで） 片面１枚 １０円となります。 

 

○請求先：府民文化部府政情報室情報公開課情報公開グループ（大阪府府政情報センター） 

 郵送による開示請求も可能です（ＦＡＸ、電子メール及びインターネットによる請求はできません。） 

 郵送で請求される場合は、こちらをご覧ください。なお、請求に必要な書類は、府政情報センターにお越し

いただく場合とは、一部異なります。 

 

○お問合せ先  府民文化部府政情報室情報公開課情報公開グループ(大阪府府政情報センター) 

  （所在地）大阪市中央区大手前２丁目 1-22 府庁本館１階  Tel ０６－６９４４－６０６６ 

  （受付時間）午前９時から午後５時１５分まで（土、日、祝日、年末年始を除く。） 

 

○開示決定、答案の写しの交付等開示請求後のお問い合わせ 

  教育庁教育振興室高等学校課学事グループ 

  （所在地）大阪市中央区大手前 3丁目 2-12 府庁別館５階 

  Ｔｅｌ ０６－６９４４－６８８７ 

 

 

 

口頭により開示請求ができる個人情報 
「大阪府立高等学校入学者選抜」は、口頭により開示請求を行うことができる個人情報の項目の一つ。 

開示内容：学力検査の得点など請求者が受験したもの、調査書中の各学年の各教科の評定、その他 

開示期間：4月 1日から同月 14日まで 

開示場所：当該入学者選抜を実施した府立高等学校 

（高等支援学校職業学科は、適性検査(筆答・作業)のみ開示） 
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中学生のみなさんへ（入試情報・学校説明会など） 
＜検索語：大阪府 中学生のみなさんへ＞ 

 

下の項目だけの簡単なページ。クリックして必要なページに飛ぶようになっている。 

何回も訪問して「ページ使用のベテラン」になってください。 
 

府立高校の入学者選抜      府立支援学校の入学者選抜 

検索ナビ「咲くなび」      体験入学や説明会 

大阪府公立高校進学フェア    大阪府公立高等学校等ガイド 

府立高校と私立高校のデータ 

 

府立高校の入学者選抜について知りたい人はここをクリック 

検索語＜大阪府 高校入試＞でも「公立高等学校入学者選抜」のページに行ける） 

クリックすると、非常に詳しい入試情報のページになる。 

詳しすぎて推薦しにくいけれど公立高校入試情報の全てがあるページ。 

次ページ(7ページ)を見ながら、できるだけ「公立高等学校入学者選抜」のページ訪問を。 

 

府立支援学校の入学者選抜・入学者決定について知りたい人はここをクリック 

【令和 5年度  入学者選抜（知的障がい高等支援学校  職業学科）】 
・令和 5年度大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科入学者選抜方針について 

※共生推進教室入学者選抜方針も含む 
 

【令和 5年度入学者決定（視覚障がい支援学校  幼稚部・高等部）（聴覚障がい支援学校  幼稚部・高等部）

（知的障がい・肢体不自由・病弱支援学校  高等部）】 
 

【令和４年度  方針・要項等】 
・令和４年度大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科（本校）入学者選抜 適性検査問題（筆答・作業） 

【過去の適性検査問題】＜令和 2年度＞・＜令和２年度＞・＜平成 31年度＞・＜平成 30年度＞････ 

 

大阪府公立高等学校・支援学校検索ナビ「咲くなび」はここをクリック  

 

各府立高校の体験入学や説明会について知りたい人はここをクリック 

公立高校が学校単位で実施する「学校説明会・オープンスクールなど」は、11月・12月・1月が中心。 
ブロック別合同説明会や一部の高校が早い時期に実施する単独説明会等への積極的な参加を意識して、早
めの準備をしていただきたい。 
申込締め切り日記載がある説明会等において、中学 3年生限定があるので中 3生以外は注意が必要。 
参加したいときは中学を通じて申し込むのが無難。 

 

大阪府公立高校進学フェア 

<大阪府公立高校進学フェア 2023>で検索すると、生徒指導グループのページに、チラシ等が掲載さ

れている。当日会場で登録可の事前登録制。入退場自由。 

2022年７月 24日(日曜日) 10時 00分～16時 00分 インテックス大阪 ６号館 C・Dゾーンで開催。 

 

大阪府公立高等学校等ガイドはここをクリック 

表紙・裏表紙入れて全 24ページの小さな冊子に、大阪府の全公立高校が盛り込まれている。 

近所の高校を知らない方、どんな高校があるかよく分からない方などは是非一読を。 

中 2生・中 1生は(残っていれば)中学で過去版をもらうのも一つの方法。 
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公立高等学校入学者選抜 
※以下は、「中学生のみなさんへ」で「府立高校の入学者選抜について知りたい人はここをクリック」し

てたどりつく「公立高等学校入学者選抜」のページの見本。 

 検索語＜大阪府 高校入試＞でもたどりつけるでしょう。 

 

公立高等学校入学者選抜 2023年 3月 22日のページ 

一番上にある次のリンクをクリックするも良し。 

令和５年度公立高等学校入学者選抜 

令和４年度公立高等学校入学者選抜 

令和３年度公立高等学校入学者選抜 

上の 3つのリンクを無視してページ下の方を見るも良し。ずっと下の方に、例えば次がある。 

府立高等学校入学者選抜の答案開示請求について 

入試制度の説明について（「進学フェア 2023」より） 

大阪府内公立学校等分布図（全公立高校を明記した、500％まで拡大できる詳細な大阪府地図） 

 

一般選抜合格発表 3月 20日直後の 

2023 年 3 月 22 日の、令和５年度公立高等学校入学者選抜ページ 

※は片岡追加 

＜令和５年３月 22日 New＞令和５年度二次入学者選抜実施校及び募集人員（確定）について 
 
＜令和５年３月８日＞令和５年度大阪府公立高等学校入学者選抜における志願者数について 
 
＜令和５年２月 16日＞ 令和５年度大阪府公立高等学校入学者選抜における志願者数について※特別選抜 
 

＜令和５年２月 10日＞令和５年度入学者選抜 進路希望調査（２月）について 

  ※これまで「第 3回進路希望調査」と言われていたもの 

  ※第 2回進路希望調査：私立全日制、公立特別選抜・一般選抜全ての希望調査 

  ※第 3回進路希望調査：公立一般選抜の希望調査 

 

1年間の中で注目して欲しい主な項目 

※ホームページは発表順になるので上から下に向けて古い日付になっていく。下は逆順にしている。 
 
＜３月末日＞令和○年度大阪府公立高等学校入学者選抜方針等について 

※令和５年度大阪府公立高等学校入学者選抜方針は、令和 4年 4月 26日という遅すぎる日程で発表された 
 
＜４月  ＞令和△年度大阪府公立高等学校入学者選抜学力検査問題及び採点資料等 
 
＜７月  ＞令和○年度大阪府公立高等学校等アドミッションポリシー(求める生徒像)並びに学力検査問題

の種類並びに学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のタイプについて 
 
＜10月  ＞令和○年度大阪府公立高等学校入学者選抜実施要項について 
 
＜11月  ＞令和○年度大阪府公立高等学校募集人員について 
 
＜２月  ＞令和○年度大阪府公立高等学校入学者選抜における志願者数について(特別選抜志願者数) 
 
＜３月  ＞令和○年度大阪府公立高等学校入学者選抜における志願者数について(一般選抜志願者数) 
 
＜３月  ＞令和○年度二次入学者選抜実施校及び募集人員について 
 
＜３月末日＞令和○年度府立高等学校入学者選抜の答案開示請求について 
 
＜３月末日＞令和○年度大阪府公立高等学校補欠募集実施校及び募集人員について 
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裏面(様式 111裏)は、A4 全面が 27行の罫線枠。 

 

テーマは毎年変わることになっているけれど、 

自己申告書の制度が始まって以来変わったことがない。 
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自立支援・共生推進・高等支援職業科は同形式 

8行 

5行 

5行 

5行 
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学力検査問題の種類並びに倍率のタイプ 

7月に大阪府 HP＜公立高等学校入学者選抜＞で発表： 

令和 5 年度大阪府公立高等学校等アドミッションポリシー(求める生徒像)並びに学力検査問題の種類並

びに学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のタイプ 

一般選抜国・数・英問題の種類：【Ａ】基礎的問題  【Ｂ】標準的問題  【Ｃ】発展的問題 

一般選抜倍率のタイプ(入試点数：調査書点数)  

ほとんどがⅠ・Ⅱ・Ⅲ指定。Ⅳ指定は少数派。Ⅴ指定はゼロ。 

【Ⅰ】7:3(630 点：270 点) 【Ⅱ】6:4(540 点：360 点) 【Ⅲ】5:5(450 点：450点) 

【Ⅳ】4:6(360 点：540 点) 【Ⅴ】3:7(270 点：630 点) 

 

＜１＞3科目ともＡ 

特別選抜：エンパワメントスクール全校(倍率ﾀｲﾌﾟⅢ) 中央(倍率ﾀｲﾌﾟⅡ) 大阪わかば(倍率ﾀｲﾌﾟⅢ) 

一般選抜：全ての定時制高校(倍率ﾀｲﾌﾟⅢ) 

島本 野崎 茨田 淀商業 平野 かわち野 美原 信太 泉鳥取 茨木工科 城東工科 

泉尾工業 東淀工業 西野田工科 布施工科 藤井寺工科 堺工科 佐野工科 

＜２＞3科目ともＢ：多くの高校 

＜３＞4以外でＣを含む高校 

旭・桜和(国Ｃ数Ｂ英Ｂ、倍率ﾀｲﾌﾟⅡ) 

＜４＞倍率タイプⅠの全高校 

３ 科 目 と も Ｃ：豊中 千里 春日丘 茨木 四条畷 北野 大手前 高津 天王寺 生野 八尾 

泉陽 三国丘 鳳 和泉 岸和田 

国Ｃ・数Ｂ・英Ｃ：池田谷 住吉 富田林 

国Ｃ・数Ｂ・英Ｂ：三島 清水 夕陽丘(普通科) 今宮 佐野 
３ 科 目 と も Ｂ：刀根山 箕面 桜塚 千里星雲 山田 槻の木 牧野 枚方 香里丘 いちりつ 

寝屋川 市岡 東 東住吉 阿倍野 布施 河南 堺東 金岡 登美丘 
東百舌鳥 狭山 高石 日根野 久米田 
水都国際（特別選抜） 

 
 
 

＜１＞＜２＞＜３＞＜４＞以外の高校 

 
 

学校名 
学科名 学力検査問題の種類 倍率 

タイプ 普通科系 専門学科 国語 数学 英語 

園芸  フラワーファクトリ科 環境緑化科 バイオサイエンス科 Ｂ Ａ Ａ Ⅳ 

福井 総合学科  Ｂ Ａ Ａ Ⅳ 

門真西 普通科  Ｂ Ａ Ｂ Ⅳ 

大正白稜 総合学科  Ｂ Ａ Ａ Ⅲ 

鶴見商業  商業科 Ｂ Ａ Ｂ Ⅳ 

住吉商業  商業科 Ｂ Ａ Ａ Ⅳ 

今宮工科  工業（総合募集の専科） 工業（工学系大学進学専科） Ｂ Ａ Ａ Ⅱ 

生野工業  工業(機械科、電気科、電子機械科) Ｂ Ａ Ａ Ⅲ 

枚岡樟風 総合学科  Ｂ Ａ Ａ Ⅳ 

福泉 普通科  Ｂ Ａ Ａ Ⅳ 

成美 総合学科  Ｂ Ａ Ａ Ⅲ 

伯太 総合学科  Ｂ Ａ Ａ Ⅲ 
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アドミッションポリシー 

学校が求める生徒像、期待する生徒の姿を示したもの。 

自己申告書を書く時に必要(全高校の「アドミッションポリシー」が公表されている) 

 

岬 

 本校では、授業内容や教室環境等のユニバーサルデザイン化がすすめられ、多様な生徒が共に学んでいます。その中
で、豊かな自然環境を活用した体験的な授業を設けるなどし、発信力やコミュニケーション力のある、社会に求められる
人材の育成を目標に掲げています。本校の特色を理解し、努力を惜しまない生徒を望みます。 
1) 熱意を持って高校生活に取り組みたいと思っている生徒 
2) 基本的な生活習慣が確立している生徒や、高校入学を機にこれまでの生活習慣や学習に臨む姿勢を見直し、コツコツ
と基礎・基本を身につけたいと思っている生徒 
3) 将来の夢や就きたい仕事について考え、それを実現するために努力できる生徒 

和
泉
総
合 

 本校は、就職や進学で必要となる基礎的な学力と教養を育成することにより、生徒が将来の夢を持ち、社会で活躍でき
るチカラを身につけることを目標としています。また社会のルールやマナーを守る意志、自己と他者の違いを認める感性、
他者と共感できるコミュニケーション力などを育みます。本校の特色を理解し、自分の可能性を伸ばそうとする次の生徒
を求めています 
1) 欠席・遅刻をせず学校生活を充実させ、授業を大切にする生徒 
2) クラブや地域活動などの課外活動にも積極的に参加する生徒 
3) 自分も他者も大切にして思いやりを持つ生徒 
4) 将来の夢を考え何事にも最後まであきらめない生徒 

布
施
北 

本校の特長は、すべての面できめ細やかで丁寧な指導を行うことです。地域と連携した人権教育とキャリア教育に長い
歴史を持っています。日々の授業では基礎学力の定着を図り、検定試験・資格試験合格をめざした学習や、就職・進学に
向けた取り組みも行います。また、エンパワメントタイムや職業体験実習といった参加型授業を通して、社会人として必
要とされる規範意識やコミュニケーション能力を養い、将来、「社会と調和して生きる」ことのできる生徒を育てます。
本校の特色を理解し、困難なことや辛いことにも簡単にあきらめず、新しいことにも積極的にチャレンジしようとする生
徒を求めます。 
1) 意欲的に高校生活に取り組み、基本的な生活習慣を身につけたい生徒 
2) 日々の学習に前向きに取り組み、基礎学力の定着を図りたい生徒 
3) 職業体験実習に積極的に参加し、社会で必要とされる実践力を身につけたい生徒 
4) 高校生活を通して目標を定め、進路実現に向けて努力を惜しまない生徒 

長
吉 

本校は、規律と自主性を重んじ、いじめを許さない安心して過ごせる学校づくりを進めています。 
また、社会人として必要な「基礎学力」「考える力」「生き抜く力」を身に付けるために、学びなおしの徹底と「わかる

授業」を通じて、自尊感情を高め、他者とつながり、社会で生きる力を育みます。さらに、国際理解教育を推進し大阪の
モデルとなるような多文化共生の学校づくりをめざします。 
本校の特色を理解し、自分の可能性を伸ばそうとする生徒を求めます。 

1) まじめにコツコツと努力し基礎学力を身に付けたい生徒 
2) 学校行事や部活動、ボランティア活動に参加する意欲があり思いやりの心を育みたい生徒 
3) ルールを守り、規則正しい生活を送ることができる生徒 
4) 自分の進路実現のために高校生活を前向きに取り組む生徒 

西
成 

本校は、障がいのある生徒をはじめ、外国にルーツのある生徒や、様々な立場にある生徒たちが互いに励ましあいなが
ら学んでいます。そして、互いのちがいを認め合い、相手を尊重する気持ちを大切にし、また、エンパワメントスクール
で学んでよかったと感じてもらえるような高校をめざしています。 
本校の教育目標は、①生活的自立、②社会的自立、③職業的自立の３つの自立をめざし、地域社会で活躍する社会人を

育てることです。 
本校の特色を理解したうえで、次のような生徒を望みます。 

1) 日々の学習や学校生活にいっしょうけんめい取り組む生徒 
2) 苦手なことにも積極的にチャレンジし、高校生活を充実させたいと思っている生徒 
3) 自分を見つめ、将来、地域や社会で役立ちたいと思っている生徒 

成
城 

本校は、高い規範意識と社会貢献意識を持ち、各分野のリーダーとして活躍できる生徒の育成をめざしています。この
ため習熟度別・モジュール授業や少人数で行う系列授業を生かして、個々の学力の伸長と、数多くの検定試験合格・資格
取得を推進しています。 
本校において、学業を中心として学校行事や部活動を含む充実した学校生活を送り、将来の夢と希望実現のためにあき

らめることなく、粘り強く努力できる生徒を求めています。 
1) 基礎基本の学習活動に真剣に取り組み、発展的学力を身につけ、自らの進路実現と社会貢献できる人材となるため
に、努力を惜しまない生徒 
2) 種々の検定試験・資格試験に果敢に挑戦し、将来専門的な職業に就き、その道のスペシャリストになりたいと真剣に
考えている生徒 
3) 学校行事や部活動に積極的に取り組み、学校生活を大切にする姿勢を持つ生徒 
4) 毅然とした生徒指導といじめを許さない指導に共感し、自分と他者を大切にできる生徒 

淀
川
清
流 

本校は、きめ細かい指導で生徒に寄り添い、生徒の自主性を大切にするとともに、思いやりの心や人権尊重の精神等、
豊かな人間性を育む教育を実践します。また、ユネスコスクールとしての活動や２年次からの各系列の専門科目等で、生
徒の自己実現を支援します。本校の特色を理解し、本校志望の意志が強く、自分の可能性を伸ばそうと努力する生徒を求
めます。  
1) 基礎的な学習から学び直し、進路をきりひらく力を身につけたい生徒  
2) 部活動や生徒会活動、学校行事などに積極的に取り組みたい生徒 
3) 国際交流やボランティア活動に取り組み、夢に向かってチャレンジしたい生徒 
4) 他人に対して思いやりの心を持って接することができる生徒 
5) 時間やきまりを守り、けじめをつけて高校生活をおくりたい生徒 

箕
面
東 

本校は、生徒一人ひとりを大切にする教育の実践を通して、社会人として必要な資質・能力を身につけ、社会に貢献で
きる人材を育成することをめざしています。特に、モジュール授業で「基礎学力」の定着を図り、エンパワメントタイム
で、「思考力」と「コミュニケーション能力」等の社会人基礎力を育みます。本校の特色を理解し、自己実現のために努
力を惜しまない生徒を望みます。 
1) チャレンジ精神にあふれる生徒 
2）自分の力を人や社会のために役立てる気持ちの強い生徒 
3) 規律を守り、学校生活を充実させたい生徒 
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様式 501 

令和５年度大阪府公立高等学校入学者選抜学力検査等 

配 慮 事 項 申 請 書 

 

 １ 申請者 

ふりがな  生年月日 

名  前          年     月     日生 

中学校等                                          年    月 

 ２ 出願を予定する選抜 

  特別入学者選抜／能勢分校選抜／帰国生選抜／日本語指導が必要な生徒選抜 

  一般入学者選抜 

 ３ 学力検査において希望する配慮 

  学力検査時間に関する配慮 

 

A4 に収まり、申請概要が分かるように

作成し直した表。 

「本物」はエクセル入力表。 
 

 

「本物」はプルダウンメニューや入力上の注意な

どがある。（以下は一例） 

 

「学力検査問題等用紙に関する配慮」で「学力検

査問題等の拡大」を選択した場合、拡大の方法を

プルダウンにより○を選択して入力してくださ

い。Ａ４をＢ４の大きさに拡大する以上の拡大が

必要な場合には「その他」を選択し、内容を具体

的に入力してください。 

  検査室に関する配慮 

  代筆解答による受験 

  問題等の代読による受験 

  リスニングテストの筆答テストによる代替 

  点字 

  問題・解答欄同一用紙 

  漢字にひらがなのルビを付した問題用紙等の使用 

  問題用紙等の拡大 

  リスニングテストにおける音声聴取の方法 

  持参して使用するものに関する配慮 

  自己申告書の代筆 

  介助者の配置 

  その他必要な配慮 

 介助者 

介助者に当たる者の名前（中学校教諭） 申請者との関係 

 ４ 生活上必要な配慮（身体等の介助、医療的ケア、トイレ等介助など） 
 
 
  

 ６ 中学校における配慮 
 
 
  

 ７ 受験に際し配慮を必要とする具体的理由 
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令和 5年度 大阪府公立高等学校 入学者選抜配慮要項  

＜別表１＞教育委員会の審査が必要な配慮事項 
Ⅰ 障がいのある生徒に対する配慮（様式 501～503による申請） 
 

種類 対象者 内容 受験室 

1 

学力検査

時間の延

長 

(1)点字による教育を受けている者 

(2)強度の弱視者で、良い方の眼の矯正視力が 0.15 未満の者 

(3)体幹の機能障がいにより座位を保つことができない者又

は困難な者 

(4)両上肢機能の障がいが著しい者 

(5)その他、障がい等の状況により、学力検査時間の延長を

必要とする者 

(1)各検査教科等に規定し

た学力検査時間の 1.5

倍 

(2)(3)(4)(5) 

各検査教科等に規定し

た学力検査時間の約1.3

倍 

別室 

2 

代筆解答 

障がいの状況により、筆記することが不可能又は困難な者 (1)代筆解答のみ 

(2)代筆解答及び学力検査

時間の延長(約 1.3 倍) 

別室 

上記「代筆解答」を認められた者及び点字による受験が認め

られた者で、自己申告書の代筆を必要とする者 

自己申告書の代筆 
― 

3 

介助者の

配置 

障がいの状況により、受験に際して介

助を必要とする者 

(1)介助のみ 

(2)介助及び学力検査時間の延長(約 1.3 倍) 

<注>介助の内容は、別途、中学校と府教育

委員会と協議する。 

なお、介助者の配置は、検査室内に原

則として中学校教諭を 1 名とする。 

別室 

４ 
問題用紙
等の変更 

(1)点字による教育を受けている者 
(2)障がい等の状況により、通常の学力
検査問題用紙等による解答が困難な
者 

(1)点字による問題用紙等の使用 
(2)ア 拡大した問題用紙等(原則 B4判)の使用 
  イ 漢字にひらがなのルビを付した問題用

紙等の使用 

原則として 
別室 

5 英語のﾘｽﾆﾝｸ゙ ﾃｽﾄの
筆答ﾃｽﾄによる代替 

原則として、両耳の聴力レベル(裸耳)が 30 デシベル
以上の者で、補聴器を使用しても語音が明瞭に聞き
取れない者 

筆答テストによる代替 
ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽ
ﾄのみ別室 

６ 
物品の持込み 

学力検査の実施にあたって、実施細目により必ず携
行するもの又は携行してもよいものと定めたもの以
外の物品の持込みを必要とする者 

物品の持込み 
原則として 

別室 

 

＜別表 2＞高等学校長の判断による配慮事項 

種類 対象者 内容 様式 

１ 
個人面接 

次の(1)又は(2)の選抜を志願し、特別の事
情により個人面接を必要とする者 

(1) 特別選抜全日制総合学科（エンパワメ
ントスクール） 

(2) 特別選抜多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部（クリ
エイティブスクール）及び昼夜間単位制 

個人面接 
 

様式 
511 

２ 
別室 

 障がいの状況や病気等により所定の
検査室において受験できない者（教育委
員会の審査が必要な配慮事項に申請する
者を除く。） 

(1)別室による受験 
(2)休憩時間の延長 

(1)の別室受験を認めた者で、特に必要と認
められる者について、休憩時間を延長するこ
とも差し支えないが、あらかじめ設定された
検査時間の変更や延長は行わない。休憩時間
の延長を行う場合は高等学校長は高等学校を
所管する教育委員会に連絡すること。 

３ 
座席の変更 

障がい等の状況により座席の変更等を必要
とする者 

座席の変更 
― 

４ 補聴器
等の使用 

補聴器等の使用を必要とする者 補聴器等の使用 
― 

高等学校長から高等学校を所管する教育委員会への報告について、「１ 個人面接」及び「２ 別室」は様式 561 を

使用すること。 
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令和 5年度大阪府公立高等学校入学者選抜 配慮要項  解説と注意  

 

配慮事項申請の手続きは 3 種類に分かれる。 

１．教育委員会の審査が必要な配慮事項＜別表１＞ 

２．帰国生等に対する配慮事項＜別表１＞(左(17ページ)の表では省略している) 

３．高等学校長の判断による配慮事項＜別表２＞ 
 

別表 1の、様式 501などによる申請書を市町村教育委員会が府教委に提出する期限は 11月 30日（月） 

別表 2の、様式 511による「個人面接や別室」の配慮希望を高校に提出する期限は、 

特別選抜 2023(R5)年 2月 8日(水)、一般選抜 2023(R5)年 2月 24日(金) 

※提出日を過ぎた場合、別表 1・別表 2共に「別途の申請」はできる。 
 
配慮が承認された人の受験希望校提出締切 

特別選抜 2023(R5)年 1月 23日(月)、一般選抜 2022(R4)年 2月 8日(水) 

※受験希望校提出以後は受験希望校変更届を提出できる 
 

市町村教育委員会入試担当者に対する府の説明会が 8月に開かれる。 

8 月中旬～11月 30 日が別表 1の申請期間となるが、中学校の申請書提出は早ければ早いほどいい。 

 

配 慮 事 項 一 覧 表 に 問 題 有 り ！  

一覧表を見る限り、許可される配慮は次のものに限定されているように思える。 

学力検査時間の延長・点字受験・代筆解答・介助者の配置・拡大問題用紙・別室受験・本人のみに必要な特別

な物品の持込(ルビうち問題承認の壁は高い) 

中学校は「一覧表に書いていないものはダメ」と判断しやすい 

一覧表に書いていなくても大丈夫。（以下、実際に行われた受験上の配慮のほんの一部） 

問題用紙の中に解答欄がある「問題・解答欄同一用紙」を使用（次頁の「配慮事項申請書」参照） 

あらかじめ用意された「文字盤」上の文字を本人が指示し、第三者が記録 

アイコンタクトによる意思表示から解答を導く 

生徒の発音が母親にしか聞き取れないことを認め、代読・保護者通訳・代筆 

中学校・市町村教育委員会は、 

何をすればその生徒のための公平な選抜になるかの視点を！ 

「受験上の配慮」は申請しなければ始まらない。まず申請。 

配慮一覧表は単なる参考。 

普段の授業と「中学校での試験や授業実態」が大きな影響を与える。 

中学校の授業・テストを「こんな形で受けている、受験でも同じように」という希望は通りやすい。 

一度出された「不可」を変えることも可能。そのためにも３年生になったら申請手続を意識しよう。 

☆「配慮要項」を希望する人は必要な部分のプリントアウトを中学校に依頼しよう。 

  代筆解答による受験(要項 p14-p15) 介助者の配置(要項 p15) 代読による介助(要項 p16-p17) 

  参考 代筆者および介助者(代読者)の配置例(別室)(要項 p18) 

☆入力後の結果(プリントアウトしたもの)をもらおう。 

・別表 1の配慮を希望する中学 3年生は、8月または 9月始めに「様式 501」のプリントアウトを依

頼し、できるだけ早く先生と相談して記入内容を決めよう。 

・電子申請のプリントアウトは少しばかりの操作技術が必要。担当者によってはプリントできない

または不十分なプリントしかできない可能性がある。 
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高校て何？----制度から分類した高校の種類 

高等学校(高校)：受験資格は中卒 
※大阪では私立→公立の転入学は可能。   ※公立全日制→公立定時制の転入学もある。 

  公立高校・私立高校 

  全日制課程・定時制課程(昼間定時制含む)・通信制課程 

  通信制・単位制高校 （公立高校通信制：桃谷高校のみ） 

    私立高校通信制＝向陽台高校(茨木など)・長尾谷高校(枚方など)・秋桜高校(貝塚) 

・八洲学園高校(堺など)・英風高校(女性のみ、大阪市野田)・NHK学園高校など 
       毎日通う、1年に 1週間程度の集中スクーリングに通うなど、通学形態はいろいろ。 

       中 3生対象の「入試」がある。（主に 2月～3月、複数回） 

       中卒生対象の「編入学試験」が年間を通してある。 

       高校生対象の「転入学試験」、高校中退生対象の「編入学試験」が年間を通してある。 
 

高等専門学校(高専)：受験資格は中卒 

  大阪では大阪公立大学工業高等専門学校のみ。 

  5年制。卒業後は大学 3年に編入学ができるなど、「特別な高校」。 

 

高等専修学校：受験資格は中卒 

  学校の正式名称は△△高等専修学校とか○○専門学校高等課程となる。 

     全日制高校と同じように登下校し、教室で一斉授業を受けるタイプが多い。 

     「高校ではなく高等課程」であるが、大多数の高等専修学校は通信制単位制高校と連携(技

能連携校)し、高卒資格が取れるようになっている。 
 

専門学校：受験資格は高卒 専門学校が高等課程を併設する例も結構ある。 

ややこしい例 1 中央学園専門学校 

中央学園専門学校(保育科、ファッションクリエイター科、普通科)は、 

高等課程としての中央学園高等専修学校を併設。 

ややこしい例 2 大阪ＹＭＣＡ 

大阪 YMCA国際専門学校(大阪市西区土佐堀) 

  専門課程 国際ビジネス学科・国際ホテル学科(高卒・高校 3年生対象) 

  高等課程 表現・コミュニケーション学科(中卒・中学 3年生対象) 

  大阪 YMCAサポートクラス(幼児・小学生対象) 

  ※表現・コミュニケーション学科、サポートクラスは発達障害対象(知的障害は受験を断わられた) 

YMCA学院高等学校(大阪市天王寺区南河堀町) 

  通信制・単位制高校  2023入試例：1次(2/10)～5次(3/23) 

大阪 YMCA予備校(大阪市西区土佐堀と大阪市天王寺区南河堀町) 
 

全ての私立高校に対する留意事項 

＊立派な特定の施設が(本人が)使えるかどうかなど、宣伝に惑わされない具体的なチェック。 

＊コースに分かれる学校は、コースの検討をしっかりと。 

＊合格から 1年生終了 3月までの全合計費用を計算し把握しておく(制服・教科書等購入費、修学旅行積立金、

パソコンなど用具購入費、通信制の場合は 1年間合計の授業料など、にも目配りを)。 
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卒業生の進路状況  出典「大阪の支援教育」 

 

※職業施設等：職業技術専門校・職業能力開発施設等 

※障害者支援施設：就労移行・B 型・生活介護・その他の障害者支援施設(Ａ型事業所を除く) 

R3から分類基準が大きく変わり、R4と R3でも分類項目が異なる。 

  R4に登場した新分類に短大等があるが、短大はごく少数なので大学・短大とした。 

  R3に登場した新分類に、無期・有期・臨時雇用別があるが、それまでの就職系に合わせた。 

  R3に登場した新分類に就労継続支援Ａ型などの詳細分類があるが、他は障害者支援施設に一括した。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※専修学校等：専修学校・各種学校・高等職業技術専門学校の合計 

 

上段 R4.3卒 

中段 R3.3卒 

下段 R2.3卒 

卒
業
者
数 

大
学
・
短
大 

通
信
・
放
送
等 

大
学
短
大 

専
攻
科 

専
修
各
種 

学
校 

職
業
施
設
等
※ 

自
営
業
等 

無
期
・
有
期
・ 

臨
時
雇
用 

児
童
福
祉 

施
設 

Ａ
型
事
業
所 

障
害
者 

支
援
施
設
※ 

そ
の
他 備考 

高  

等  

部 

知的障害 

1164 1  1 1 34 3 278 34 35 764 13 

 1203  －  2 30 2 328 17 24 787 48 

1279 2 －  3 23 1 571 11 － 825 50 

肢体不自由 

127        6  114 7 

 144 1 －     1 4 1 121 6 

138 

 

 

1

 

1

 

 

 

 

 

4

 

122

 

4

 

3176 

 －     2 8 － 119 9 

その他 

75 9  12 2 1  24  7 14 6 視覚・聴覚・ 

病弱支援学校 

の合計 

72 

16 

5 － 16 1 2 1 25  7 10 5 

66 12 － 13    17  － 16 4 

 

上段R4.3卒 
中段R3.3卒 
下段R2.3卒 

卒
業
数 

高
等
部 

全
日
制
高
校 

定
時
制
高
校 

通
信
制
高
校 

高
等
専
門
学
校 

就
職(

含
縁
故) 

 

専
修
学
校
等
※ 

家
庭
保
護 

そ
の
他 備考 

中
学
部 

知的 
障害 

707 676 3 2 11   9  6 

 676 650 9 1 6  1 6 2 1 

661 645 2  6 1  3  1 

肢体 
不自由 

95 92 2     1   

 115 113       1 1 

138 137  1       

その他 

29 19 8 1 1      
視覚・聴覚・病弱の

合計 
32 25 7        

38 27  9 1    

 

 1 

中
学
校
支
援
学
級 

知的 
障害 

1420 279 721 33 288 3 10 62 4 20 

 1234 287 615 34 214 3 16 50 5 10 

1220 271 576 38 238 2 15 57 2 21 

肢体 
不自由 

113 42 50 2 13   4  2 

 117 39 63  10   4  1 

120 44 58 1 13   1  3 

情緒 
障害 

1529 172 858 35 359 7 10 58 8 22 

 1290 136 698 32 332 8  53 6 17 

1166 148 635 35 266 8 8 50 1 14 

その他 

244 39 132 3 57   6 2 4 
弱視・難聴・病弱・

言語障害の合計 
268 48 135 7 55 4 8 8 3 8 

339 81 154 10 71 2 3 12 3 3 
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自立支援・共生推進・高等支援職業科入学者選抜出願状況 

空欄は受験者全員合格。志願者数・倍率は出願締め切り時点の倍率。二次選抜結果は算入していない 

（ ）以外は 
募集人員 3 

平成 31 年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

志
願
者
数 

合
格
者
数 

倍率 

志
願
者
数 

合
格
者
数 

倍率 

志
願
者
数 

合
格
者
数 

倍率 

志
願
者
数 

合
格
者
数 

倍率 

志
願
者
数 

合
格
者
数 

倍率 

知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス 

阿武野 9 3 3.00 6 3 2.00 5  3 1.67  12 3 4.00 6 3 2.00 

八尾翠翔 3 3 1.00 7 3 2.33 4  3 1.33  5 
 

3 
 

1.67 4 3 1.33 

園芸(R4 入試から 4) 

入試から 4) 
12 3 4.00 9 3 3.00 12  3 4.00  17 4 4.25 13 4 3.25 

柴島 8 3 2.67 9 3 3.00 4  3 1.33  9 3 3.00 10 3 3.33 

枚方なぎさ (4) 12 4 3.00 11 4 2.75 12  4 3.00  12 4 3.00 8 4 2.00 

松原   (4) 10 4 2.50 10 4 2.50 14  4 3.50  8 4 2.00 9 4 2.25 

堺東 5 3 1.67 3   4  3 1.33  7 3 2.33 5 3 1.67 

貝塚   (4) 10 4 2.50 17 4 4.25 7  4 1.75  11 4 2.75 4   

西成 6 3 2.00 8 3 2.67 5  3 1.67  3   5 3 1.67 
 桜宮 7 3 2.33 6 3 2.00 6  3 2.00  5 3 1.67 4 3 1.33 

東淀工業 3 3 1.00 5 3 1.67 4  3 1.33  8 3 2.67 2   

共
生
推
進
教
室 

金剛 3 3 1.00 3   1   1   3   

枚岡樟風 5 3 1.67 4 3 1.33 3 3 1.00 5 3 1.67 3 
 

  

北摂つばさ 1   3   5 3 1.67 5 3 1.67 3   

千里青雲 8 3 2.67 0   5 3 1.67 6 3 2.00 4 
 

3 1.33 

信太 4 3 1.33 1   1   2   4 3 1.33 

久米田 2   3   6 3 2.00 3   1   

緑風冠 4 3 1.33 1   1   5 3 1.67 3   

芦間 2   5 3 1.67 3 3 1.00 2   1   

東住吉 ― ― ― 4 3 1.33 1   5 3 1.67 0   

今宮 ― ― ― 2   0   7 3 2.33 2   

高
等
支
援
職
業
科 

たまがわ (64) 67 64 1.05 69 64 1.08 54   69 64 1.08 73 64 1.14 

とりかい (32) 44 32 1.38 50 32 1.56 38 32 1.19 30   41 32 1.28 

すながわ (32) 41 32 1.28 38 32 1.19 43 32 1.34 31   28   

むらの (32) 44 32 1.38 44 32 1.38 39 32 1.22 33 32 1.03 29   

なにわ (48) 77 48 1.60 88 48 1.83 65 48 1.35 61 48 1.27 53 48 1.10 

一般全日制普通科平均倍率 1.14 1.13 1.11 1.12 1.14 

 

 

 

 

 

 

 

学籍校 共生推進教室設置校 

たまがわ 枚岡樟風 金剛 

とりかい 千里青雲 北摂つばさ 

すながわ 久米田 信太 

む ら の 芦間 緑風冠 

なにわ 今宮 東住吉 

自立支援コース・共生推進教室 

【合格者の決定（平成 29 年度入学者選抜実施細目より抜粋）】 

 選抜は、調査書、推薦書及び面接を資料として、次の観点等に

よる総合的評価をもって行う。 

（１） 志願した高等学校の特色の理解 

（共生推進教室を設置する高等学校の特色及び共生推進教

室の教育課程の理解） 

（２） 中学校等内外における学習の活動や状況 

（３） 様々な事柄に対する興味・関心の広さ 

（４） 他の生徒とともに学ぼうとする意欲 

（５） 出身中学校等など、地域の関係機関との連携 
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2023入試年度出願締切り時点を基準とする一般選抜 1.10 倍以下の低倍率高校 

特別選抜は入っていない。 

能勢分校・堺市立堺・東大阪市立日新・岸和田産業・農業・工業・商業・定時制・通信制除く。 

2022入試年度 1.10倍以下から、渋谷・阿武野・清水谷・狭山・金岡・佐野を削除。 

2023入試年度は 1.05倍以下を選択し、2023年新規登場校は倍率のみを記載した。 

斜体字は 3年以上連続定員割れ 

太字は前年度比定員減 
19 20 21 2022 2023 

倍率 倍率 倍率 定員 出願 倍率 定員 出願 倍率 

再編整備校 

平野 0.93  0.62  0.51  160 110  0.69  160 118 0.74 

 かわち野 0.92  0.91  0.62  160 111  0.69  160 117 0.73 

美原 0.91  0.85  0.63  160 80  0.50  160 97 0.61 

摂津 普通科 1.22  1.30  1.19  200 218  1.09  200 204 1.02 

吹田 普通科 1.08  1.08  0.99  240 252  1.05  240 251 1.05 

北摂つばさ 普通科専門ｺｰｽ 1.03  1.05  1.02  240 244  1.02  240 212 0.88 

槻の木 普通科単位制 1.27 1.25 1.04   1.19   1.02 

福井 総合学科 0.85  0.62  0.48  151 133  0.88  148 149 1.01 

西寝屋川 普通科 1.05  1.01  0.99  240 217  0.90  240 256 1.07 

長尾 普通科 1.03  0.85 0.95  240 227  0.95  240 252 

 

1.05 

枚方津田 普通科 1.01  1.05 0.98  240 252  1.05  240 268 1.08 

交野 普通科 1.30 1.08 1.14   1.11   1.05 

いちりつ 普通･理数･英語 1.13 0.99 1.08   1.12   1.04 

桜宮 普通科 1.21  0.99  1.03  160 147  0.92  160 175 1.09 

門真西 普通科 1.12  0.96  0.70  240 182 0.76  200 196 

 

0.98 

守口東 普通科 1.20  0.99 1.00  240 239  1.00  240 257 

 

1.07 

野崎 普通科 1.00  0.97  0.78  240 130  0.54  240 112 

 

0.47 

緑風館 普通科専門ｺｰｽ 1.15  1.16  1.00  240 243  1.01  240 246 1.03 

北かわち皐が丘 普通科専門ｺｰｽ 1.04 1.23 1.14   1.30   1.05 

大正白稜 総合学科 0.84  0.64  0.58  160 138  0.86  160 120 0.75 

河南 普通科 1.18  1.11  1.00  280 291  1.04  280 286 1.02 

大塚 普通科 1.00  0.84  0.62  160 138  0.86  160 173 

 

1.08 

長野 普通・国際教養 0.98  0.97  0.84  239 176  0.74  239 197 0.82 

懐風館 普通科専門ｺｰｽ 0.95  1.04  0.75  240 175  0.73  240 
165 

0.69 

八尾翠翔 普通科専門ｺｰｽ 0.91  1.08  0.85  240 177  0.74  240 164 0.68 

金剛 普通科専門ｺｰｽ 1.12 1.16 1.15   1.18   0.98 

東住吉総合 総合学科 1.17  1.16  0.99  234 237  1.01  240 256 1.09 

枚岡樟風 総合学科 0.88  0.94  1.05  240 186  0.78  240 195 0.81 

八尾北 総合学科 1.14  1.19  0.99  229 236  1.03  240 237 1.05 

松原 総合学科 1.10  1.01  1.01  240 249  1.04  240 257 1.07 

福泉 普通科 1.02  0.98  0.63  240 165  0.69  240 130 

 

0.54 

信太 普通科 1.07  1.05  1.01  240 253  1.05  240 225 0.94 

泉大津 普通科 1.11  1.11  1.07  240 252  1.05  240 247 1.03 

貝塚南 普通科 1.04  1.09  1.03  240 217  0.90  240 248 1.03 

りんくう翔南 普通科専門ｺｰｽ 0.96  1.01  1.01  240 225  0.94  240 211 0.88 

鳳 普通科単位制 1.31 1.16 1.16   1.41   1.04 

成美 総合学科 1.11  1.15  0.94  240 209  0.90  240 170 0.76 

貝塚 総合学科 1.22  1.03  1.04  240 258  1.08  240 264 

 

1.10 
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2022年 11月 8日開催 大阪府教育委員会会議 

議題１ 大阪府立学校条例及び大阪府立高等学校・大阪市立高等学校再編整備計画に基づく令和４年度実施
対象校について（決定） 

 

原案 1：「平野・美原・かわち野」を再編整備（R6年度入試から新入生募集＝入試＝がなくなる） 
 

原案 2：多様な教育実践校（「西成・岬」を指定。R6年度から） 

・ ホームルームクラスは 1 クラス 30人程度を基準とした少人数クラス編制や複数担任制の導入等、サポー
ト体制の充実。 

・ 専任の担当者等が常駐する地域連携室（仮称）を校内に設置。NPOや行政、企業などの多様な地域資源を
効果的に活用した教育活動や生徒支援の充実に向けた連携、コーディネートを行う。 

・ 特別入学者選抜（2月）で実施。 
・ 「調査書」「学力検査」に加え、「自己申告書」、「面接」を資料とし、受験生の得意が評価されやすい仕

組みを構築。 
・ 当該校での学びに対する意欲を重視した評価を行う。それに向けては、一定幅の段階評価を導入。 
・ 募集生徒数は、原則として 1学年 150人程度。 
・ 募集人数に達する段階に位置付けられた生徒は、同人数を超過した場合でも合格とするなど新たな制度

を導入。 

 

 

以下の表は、東大阪市立、堺市立、岸和田市立を対象としていない。 

農業・工業・商業系と定時制、通信制、Ⅰ部・Ⅱ部も対象としていない。 

 学    科 2018 2019 2020 2021 2022 2023 統合先・備考 

島本 普通科  0.94 0.63 0.54 0.31 0.64  阿武野 

茨田 普通科  1.09 0.74 0.65 0.45 0.53  野崎 

野崎 普通科  1.09 1.00 0.97 0.78 0.54 0.47 4年連続 

年連続 長尾 普通科  1.00 1.03 0.85 0.95 0.95 1.05  

門真西 普通科  1.01 1.12 0.96 0.70 0.76 0.98 4年連続 

平野 普通科  1.00 0.93 0.62 0.51 0.69  R6 から松原に機能統合 

大塚 普通科  1.01 1.00 0.84 0.62 0.86 1.08 特別選抜：体育科 

美原 普通科  1.05 0.91 0.85 0.63 0.50  R6 から大塚に機能統合 

福泉 普通科  0.89 1.02 0.98 0.63 0.69 0.54 4年連続 

和泉鳥取 普通科  1.02 0.85 0.93 0.66 0.78  りんくう翔南 

かわち野 普通科専門コース 1.01 0.92 0.91 0.62 0.69  R6 から枚岡樟風に機能統合 

八尾翠翔 普通科専門コース 0.79 0.91 1.08 0.85 0.74 0.68 3年連続 

懐風館 普通科専門コース 0.93 0.95 1.04 0.75 0.73 0.69 3年連続 

長野 普通科と国際教養科 1.05 0.98 0.97 0.84 0.74 0.82 長野北高校を統合 

福井 総合学科  1.00 0.85 0.62 0.48 0.88 1.01  

大正白稜 総合学科 
 

1.11 0.84 0.64 0.58 0.86 0.75 
泉尾高校が大正高校を統合 

普通科を総合学科に「再編整備」 

枚岡樟風 総合学科  0.95 0.88 0.94 1.05 0.78 0.81  

成美 総合学科  0.92 1.11 1.15 0.94 0.90 0.76 3年連続 

西成 総合学科 ｴﾝﾊﾟﾜ 1.06 0.95 0.97 0.88 0.90 1.10 R6 から多様な教育実践校 

長吉 総合学科 ｴﾝﾊﾟﾜ 1.14 1.19 0.97 1.09 0.99 0.88  

箕面東 総合学科 ｴﾝﾊﾟﾜ 0.99 0.94 0.82 0.84 0.83 0.79 連続 

布施北 総合学科 ｴﾝﾊﾟﾜ 1.24 1.20 1.15 0.89 0.93 0.94 3年連続 

岬 総合学科 ｴﾝﾊﾟﾜ 0.93 0.67 0.64 0.72 0.51 0.61 R6 から多様な教育実践校 

 


